原田美玖

[bookmark: _GoBack]私は安楽死・尊厳死に賛成だ。自分の終末期は自分で決める権利があると思う。これから高齢化社会になるにつれてこの問題に直面する機会も増えてくるだろう。その時に生かされるのではなく生きることが大切になってくるはずだ。安楽死・尊厳死を認めることで、人の生命の不可侵性についての人々の確信が揺らぐ危険性もある。ナチス的な慈悲殺を承認する可能性も考えられている。しかし私たちはナチス的な慈悲殺を歴史で学び、それの恐ろしさや絶対あってはならないと知っているからこそより注意深く考えることが出来るはずだ。最近ニュースで、１０４歳のオーストラリアの環境・生物学者が身体的な衰えを感じるようになり安楽死をするために安楽死が認められているスイスへ行ったというものを見た。初めは健康ならもっと頑張って長生きすればよいのにと思ったが、生きるか死ぬか判断するのは自分だから自由に選択できるのは良いと感じた。ただ生涯を終えるなら母国であるオーストラリアでできたら良かったと思った。悪用される可能性もあり認められるには時間がかかると思うが、そのようなことがないようにこれから議論を重ねて法整備をしっかり行い将来的に日本にも導入されてほしいと思う。
